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【公開番号】特開2020-110413(P2020-110413A)
【公開日】令和2年7月27日(2020.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-029
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月22日(2021.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　始動記憶にもとづく特図変動表示ゲームの開始タイミングより前に、当該始動記憶に対
応した結果に関連して予告演出をおこなう遊技機がある。このような予告演出の１形態と
して、当該始動記憶に対応した結果に関連して保留記憶表示の表示態様を変更する保留予
告演出がある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、遊技者の保留予告演出に対する注意が散漫になることがある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　１つの側面では、本発明は、保留予告演出に対する遊技者の関心を高めることができる
遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、以下に示すような、遊技機が提供される。遊技機は、所定
条件が成立することにもとづいてゲームの実行権利として始動記憶を記憶し、該始動記憶
に対応して複数の識別情報を変動表示するゲームを実行し、該ゲームの結果に関連して該
ゲームに対応した始動記憶の保留表示の表示態様の変更を含む保留予告演出を実行可能で
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あって、保留表示と、保留予告演出に係る所定表示と、所定表示と保留表示との対応関係
を報知する対応関係報知表示を、表示可能な制御部を備え、制御部は、保留表示の表示態
様を変更するタイミングにおいて対応関係報知表示を表示可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　１態様によれば、保留予告演出に対する遊技者の関心を高めることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定条件が成立することにもとづいてゲームの実行権利として始動記憶を記憶し、該始
動記憶に対応して複数の識別情報を変動表示するゲームを実行し、該ゲームの結果に関連
して該ゲームに対応した前記始動記憶の保留表示の表示態様の変更を含む保留予告演出を
実行可能であって、
　前記保留表示と、前記保留予告演出に係る所定表示と、前記所定表示と前記保留表示と
の対応関係を報知可能な対応関係報知表示を、表示可能な制御部を備え、
　前記制御部は、前記保留表示の表示態様を変更するタイミングにおいて前記対応関係報
知表示を表示可能である、
　遊技機。
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